
サンゴ礁と共生する�
港湾整備マニュアル案について�
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背
景
並
び
に
経
緯�

�  

近
年
、港
湾
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

周
辺
の
環
境
へ
の
配
慮
が
従
来
に
も
増
し

て
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。運

輸
省
港
湾
局
に
お
い
て
も
、平
成
六
年
三

月
に
発
表
し
た
港
湾
環
境
施
策
の
中
で「
エ

コ
ポ
ー
ト
」整
備
構
想
を
打
ち
出
し
、「
自

然
に
と
け
込
み
、生
物
に
や
さ
し
い
港
」

や「
積
極
的
に
自
然
環
境
の
再
生
、整
備

を
図
る
港
」
等
の
実
現
に
向
け
て
努
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
実
現
の

た
め
に
は
、港
湾
本
来
の
機
能
を
満
た
し

つ
つ
、生
物
の
生
息
・
生
育
に
適
し
た
条
件

を
備
え
た
港
湾
の
整
備
計
画
手
法
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
一
方
、日
本
で
唯
一の
亜
熱
帯
圏
に
位
置

す
る
沖
縄
で
は
、浅
い
海
域
で
の
環
境
の

代
表
的
な
姿
と
し
て
、「
サ
ン
ゴ
礁
」の
存

在
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
サ
ン
ゴ

礁
は
、生
物
生
産
機
能
、環
境
浄
化
機
能
、

景
観
機
能
、防
災
機
能
、二
酸
化
炭
素
の

循
環
機
能
等
、多
種
多
様
な
機
能
を
持
っ

て
お
り
、こ
の
よ
う
な
海
域
に
港
湾
が
同

時
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

港
湾
と
サ
ン
ゴ
礁
の
共
生
を
図
る
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

従
っ
て
、亜
熱
帯
圏
に
位
置
す
る
沖
縄
の

港
湾
に
お
い
て
、「
エ
コ
ポ
ー
ト
」の
様
な
港

湾
環
境
施
策
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・
利
用
に
目
を

向
け
、サ
ン
ゴ
礁
と
の
共
生
を
目
指
し
た

港
湾
整
備
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
で
は
、

過
去
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き

た
サ
ン
ゴ
の
現
地
調
査
及
び
実
験
結
果

を
基
に
サ
ン
ゴ
礁
と
環
境
条
件
に
つ
い
て

分
類
・
整
理
し
、サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・

利
用
に
配
慮
し
た
港
湾
整
備
計
画
手
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

こ
れ
迄
に
得
ら
れ
た
知
見
並
び
に
調
査

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、造
礁
サ
ン
ゴ
の
生
態
、

環
境
条
件
及
び
計
画
手
法
等
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
を
行
い
、こ
の
度
、そ
の
成
果

が「
サ
ン
ゴ
礁
と
共
生
す
る
港
湾
整
備
マ

ニュ
ア
ル
案
」（
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建

設
部
監
修
、(

財)

港
湾
空
間
高
度
化
セ
ン

タ
ー
編
集
、発
行
）と
し
て
六
月
二
十
四

日
に
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。�

消波ブロックに�
着生したサンゴ(那覇港)

サンゴが着生した消波ブロック上を行き交う魚の群�
�（那覇港：消波ブロック据付後16年後､撮影平成９年）�

環境調和型防波堤の完成イメージ図�
�（平良港で実施中のエコポート技術リーディング事業）�
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「
サ
ン
ゴ
礁
と
共
生
す
る�

　   

港
湾
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
」

　   

の
概
要�

�

　
公
刊
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
に
は
、サ
ン

ゴ
礁
の
生
態
、機
能
、成
育
の
た
め
の
環

境
条
件
か
ら
港
湾
整
備
の
た
め
の
基
本

方
針
、基
本
計
画
策
定
手
法
、ま
た
、実

施
に
あ
た
っ
て
の
保
全
・
創
造
・
利
用
に
つ

い
て
の
港
湾
整
備
手
法
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。�

【
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の
構
成
】�

Ⅰ
は
じ
め
に�

港
湾
と
サ
ン
ゴ
礁
、適
用
範
囲�

Ⅱ
サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て�

サ
ン
ゴ
と
サ
ン
ゴ
礁
の
定
義
、サ
ン
ゴ
礁
の

機
能
、サ
ン
ゴ
の
分
類
、造
礁
サ
ン
ゴ
の
生

態�

Ⅲ
サ
ン
ゴ
礁
と
環
境
条
件�

サ
ン
ゴ
礁
の
地
理
的
分
布
、初
期
着
生
と

環
境
条
件
、成
長
と
環
境
条
件�

Ⅳ
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・
利
用
計
画
の

策
定�

計
画
の
考
え
方
、対
象
港
湾
の
選
定
、基

本
方
針
の
設
定
、対
象
海
域
周
辺
の
現

況
把
握
と
評
価
、計
画
の
検
討�

Ⅴ
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・
利
用
計
画
の

手
法�

保
全
手
法
、創
造
手
法
、利
用
手
法�

　  

講
　
演
　
会�

�  

去
る
六
月
二
十
四
日
の
本
マ
ニュ
ア
ル
案

の
公
刊
に
あ
た
っ
て
は
、那
覇
市
の
ロ
ワ
ジ

ー
ル
ホ
テ
ル
沖
縄「
天
妃
の
間
」で「
第
四

回
エ
コ
ポ
ー
ト
技
術
講
演
会
¦
�サ
ン
ゴ
礁

と
共
生
す
る
港
湾
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
披

露
¦
」（
主
催
・・(

財)

港
湾
空
間
高
度

化
セ
ン
タ
ー
　
港
湾
・
海
域
環
境
研
究
所
、

後
援
・・
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
）

と
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら

多
数
の
方
々
が
参
加
し
盛
況
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。�

  

講
演
会
で
は
、琉
球
大
学
理
学
部
土
屋

教
授
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
生
態
と
環
境
に
関

す
る
特
別
講
演
と
港
湾
技
術
研
究
所
海

洋
環
境
部
古
川
主
任
研
究
官
に
よ
る
本

マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の
解
説
、並
び
に
沖
縄
総
合

事
務
局
開
発
建
設
部
港
湾
計
画
課
か
ら
は
、

港
湾
で
の
環
境
施
策
へ
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
、講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　  

最
　
後
　
に�

��

　
今
後
、本
マ
ニュ
ア
ル
案
の
有
効
活
用
に

よ
り
、亜
熱
帯
圏
に
お
け
る
港
湾
整
備
、

或
い
は
サ
ン
ゴ
が
成
育
す
る
地
域
に
お
け

る
港
湾
整
備
に
お
い
て
、港
湾
構
造
物
へ

の
サ
ン
ゴ
の
着
生
促
進
手
法
、サ
ン
ゴ
の
移

植
手
法
等
が
高
い
技
術
で
実
現
可
能
と

な
り
、さ
ら
に
こ
れ
ら
の
手
法
を
利
用
し

て
親
水
防
波
堤
及
び
海
中
展
望
台
等
を

整
備
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。�

�

　
現
在
、本
マ
ニュ
ア
ル
案
は
、い
く
つ
か
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
案
と
し
て
公

刊
さ
れ
ま
し
た
が
、沖
縄
総
合
事
務
局

開
発
建
設
部
港
湾
部
門
で
は
、引
き
続

き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
及
び
研
究
を
実
施

し
て
い
き
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
と
同
時
に
、積
極
的
に
沖
縄
の
港

湾
整
備
へ
本
マ
ニュ
ア
ル
案
の
活
用
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。�
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全国から多数の方々が参加して執り行われた講演会の模様�
�（６月24日(木) ロワジールホテル沖縄｢天妃の間｣にて）�

今回公刊された｢サンゴ礁と共生する港湾整備マニュアル案｣�
(監修:沖縄開発庁沖縄総合事務局開発建設部､�
編集･発行:(財)港湾空間高度化センター港湾海域研究所)

生物の着生促進を目指した消波ブロックの一例�
�（平良港湾工事事務所、撮影平成10年)
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